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２ ０ ０ ２ 年 販 売 促 進 学 会 イ タ リ ア 視 察

鐘 井 輝

成 田 空 港 か ら 時 間 、 ミ ラ ノ の マ ル ペ ン サ 空 港 に 到 着12
し て か ら 今 回 の イ タ リ ア 視 察 が 始 ま り ま し た 。 様 々 な 角 度

か ら ア メ リ カ の 影 響 を 色 濃 く 受 け て い る わ が 国 で す が 、 育

ま れ た 伝 統 や 文 化 に 基 づ い て 独 自 の 考 え 方 や 路 線 を 追 求 す

る イ タ リ ア に 新 鮮 さ を 感 じ る 視 察 と な り ま し た 。

最 後 の 訪 問 地 ロ ー マ で の こ と で す が 「 大 き く な っ た ら、

何 に な り た い ？ 」 と い う イ タ リ ア 人 の 子 供 に 対 し て の 質 問
の 答 え は 自 分 自 身 に な り た い で し た 日 本 で し た ら お「 」 。 「

父 さ ん み た い に な り た い 「 お 母 さ ん み た い に な り た い 」」、

あ る い は 「 野 球 選 手 に な り た い 「 お 医 者 さ ん に な り た」、

い 」 な ど と 答 え が 返 っ て く る か も 知 れ ま せ ん 。 こ こ か ら も

自 分 自 身 の 個 性 や 主 張 を 大 変 尊 重 す る 風 土 の 一 端 が 感 じ ら

れ ま す 。

ま た フ ァ ッ シ ョ ン と 歴 史 的 建 築 物 や 美 術 品 で 世 界 中 の 人

々 を 魅 了 す る イ タ リ ア で す が 、 こ の フ ァ ッ シ ョ ン に つ い て

も こ の 視 察 で 再 認 識 を す る こ と が で き ま し た 。

そ れ は 「 フ ァ ッ シ ョ ン ＝ 流 行 」 が 多 く の 人 々 が そ の 時 に

流 行 し て い る も の を 身 に つ け る と い う こ と で は な い と い う
こ と 。 年 齢 や 体 型 な ど 個 人 の チ ャ ー ム ポ イ ン ト や 個 性 を 最

大 限 に 生 か す お 洒 落 を 自 分 な り に 取 り 入 れ て い く と い う こ

と で す 。 従 っ て フ ァ ッ シ ョ ン は 若 い 人 だ け が 取 り 入 れ る も

の で は な く 、 大 人 が 自 分 自 身 を 魅 力 的 に 演 出 す る 方 法 と し

て 生 か さ れ て い ま す 。

そ れ で は 駆 け 足 で す が 、 今 回 視 察 し た ミ ラ ノ （ 、Milano）
ベ ネ チ ア （ 、 フ ィ レ ン ツ エ （ ） そ し て ロ ー マVenezia Firenze）

（ ） に つ い て 報 告 す る こ と に し ま し ょ う 。Rome

［ ～ 日 滞 在 ］ミ ラ ノ （ Milano） 2002,6,19 20
ミ ラ ノ は イ タ リ ア 経 済 、 フ ァ ッ シ ョ ン 、 デ ザ イ ン の 中 心

地 で イ タ リ ア 北 部 の 都 と い わ れ て い ま す 。
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首 都 ロ ー マ よ り 国 際 便 の 発 着 回 数 が 多 い こ と か ら も 同 市

の 中 心 性 の 強 さ が う か が え ま す 。 パ リ と 並 ん で 世 界 の フ ァ
、 。ッ シ ョ ン の 発 信 地 で あ り ミ ラ ノ コ レ ク シ ョ ン は 有 名 で す

様 々 な 見 本 市 が 開 催 さ れ そ の 時 期 に は 人 口 が 倍 増 す る と い

わ れ て い ま す 。 フ ァ ッ シ ョ ン の 都 を 象 徴 す る か の よ う な

「 糸 と 針 」 の モ ニ ュ メ ン ト が 市 内 中 心 部 に 設 置 さ れ て い ま

。 「 」す こ の 洒 落 た モ ニ ュ メ ン ト に は な る ほ ど

と 感 心 さ せ ら れ ま し た 。

ミ ラ ノ で の 主 な 視 察 先 は サ ン タ マ リ ア ・ デ レ ・ グ ラ ツ イ

教 会 、 ド オ モ （ 大 聖 堂 、 ビ ッ ト リ オ ・ エ マ ヌ エ ー レエ ウ ）

世 ガ レ リ ア で す 。Ⅱ

〈 サ ン タ マ リ ア ・ デ レ ・ グ ラ ツ イ 教 会 〉エ

こ の 教 会 は ル ネ ッ サ ン ス 建 築 を 代 表 す る 建 物 で す 。 世15
紀 に ド メ ニ コ 会 の 教 会 と し て 建 て ら れ 、 旧 修 道 院 食 堂 の 壁

画 に レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ビ ン チ の 「 最 後 の 晩 餐 」 が 描 か れ て

い ま す 「 最 後 の 晩 餐 」 は キ リ ス ト が 「 こ の 中 に 裏 切 り 者。

が い る 」 と 言 っ た 瞬 間 が 表 現 さ れ て い る と い わ れ 、 遠 近 法

テ ク ニ ッ ク や 窓 か ら の 採 光 技 術 で 見 学 者 に 感 動 を 与 え て い

ま す 。 人 体 解 剖 な ど も 含 め 、 多 方 面 で 天 才 的 能 力 を 発 揮 し

た レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ビ ン チ は ビ ッ ト リ オ ・ エ マ ヌ エ ー レ Ⅱ

世 の 衣 装 デ ザ イ ン も 行 っ て い た よ う で す 。 ミ ラ ノ フ ァ ッ シ ョ ン

の 原 点 を か い ま 見 た よ う な 気 が し ま し た 。

〈 ド オ モ （ 大 聖 堂 〉ウ ）

大 聖 堂 は ミ ラ ノ の 中 心 部 に 位 置 し 、 世 紀 に 起 工 、 世14 19
紀 に 完 成 し た イ タ リ ア 中 世 最 大 の 教 会 （ 高 さ ｍ 、 奥 行108.5

ｍ 、 最 大 幅 ｍ ） で す 。 教 会 は 東 向 き に 設 計 さ れ 、 朝158 93
一 番 よ く 見 え る よ う に ゴ シ ッ ク 様 式 で 建 て ら れ て い ま す 。

大 聖 堂 内 部 は 巨 大 な 円 柱 が 立 ち 並 び 広 大 な 空 間 を 生 ん で

い ま す 。 ま た そ こ に は 世 紀 に 作 ら れ た 数 多 く の ス テ ン15
ド グ ラ ス が は め 込 ま れ て い ま す 。

こ れ ら の ス テ ン ド グ ラ ス に は 絵 本 の 役 割 が あ り 、 一 番 下

の 左 側 か ら 順 に 右 へ す す み 信 者 に 絵 で 宗 教 を 教 え て い ま

す 。 美 し い ス テ ン ド グ ラ ス の 本 来 の 重 要 な 役 割 を 知 る こ と

が で き ま し た 。

世 ガ レ リ ア 〉〈 ビ ッ ト リ オ ・ エ マ ヌ エ ー レ Ⅱ
ド オ モ 広 場 と ス カ ラ 座 （ 世 界 的 に 有 名 な 格 式 の 高 い オウ

ペ ラ 座 、 世 紀 に 再 建 さ れ 現 在 修 復 中 ） 前 広 場 を 結 ぶ 壮 大18
な ア ー ケ ー ド （ 年 完 成 ） で す 。 十 字 形 の 平 面 の 上 に 巨1877

。 、大 な ア ー チ と ガ ラ ス で 建 っ て い ま す 数 多 く の ブ テ ィ ッ ク

カ フ ェ 、 レ ス ト ラ ン が 並 び 営 業 を し て い る 所 で す 。

ガ レ リ ア の 近 く に あ る モ ン テ ・ ナ ポ レ オ ー ネ 通 り 、 ス ピ

ー ガ 通 り な ど に は 世 界 的 に 有 名 な 専 門 店 が 数 多 く 点 在 し て

い ま す （ 写 真 ３ セ リ ー ヌ 、 写 真 ４ デ ィ オ ー ル ）。

今 注 目 の ド ラ イ ビ ン グ シ ュ ー ズ 専 門 店 「 」 で ス リ ッTOD'S
プ オ ン タ イ プ の ロ ー フ ァ ー を 時 間 の 関 係 で 買 い 逃 し た の が

心 残 り で す 。
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［ 日 滞 在 ］ベ ネ チ ア （ Venezia） 2002,6,21
ロ メ オ と ジ ュ リ エ ッ ト の 舞 台 と な っ た ベ ロ ー ナ で 休 憩 を

と り 、 ベ ネ チ ア に 到 着 し ま し た 。

ベ ネ チ ア は イ タ リ ア の 北 東 部 、 ア ド リ ア 海 に 面 し た 「 水

の 都 」 で す 。 ～ 世 紀 の 十 字 軍 時 代 に 現 在 の 都 市 形 態11 13
の 基 本 を 整 え 、 ～ 世 紀 に 繁 栄 の 頂 点 を 極 め 「 ア ド リ14 15 、

ア 海 の 女 王 」 の 名 を ほ し い ま ま に し て い ま し た 。 絹 ・ 宝 石

・ 塩 な ど の 独 占 販 売 な ど で 海 運 共 和 国 と し て 栄 え 、 そ の 海

運 技 術 や 外 交 能 力 を 発 揮 し 、 得 ら れ た 富 で 「 水 の 都 」 を 彩

っ て い ま す 。 の 島 が 多 数 の 橋 と 運 河 で 結 ば れ 、 世 界 有118
数 の 観 光 都 市 を 形 成 し て い ま す 。

狭 い 水 路 を 巧 み に 運 転 す る ゴ ン ド ラ に 乗 っ て 聞 く こ と の

で き た ア コ ー デ ィ オ ン ＆ カ ン ツ ー ネ に は ベ ネ チ ア な ら でオ

は の 風 情 が 感 じ ら れ ま し た 。
ベ ネ チ ア で の 主 な 視 察 先 は サ ン ・ マ ル コ 広 場 、 ド ウ カ ー

レ 宮 殿 、 リ ア ル ト 橋 で す 。

〈 サ ン マ ル コ 広 場 〉

こ の 広 場 は サ ン ・ マ ル コ 寺 院 （ 総 督 の 礼 拝 堂 で 、 ギ リ シ

ャ 十 字 形 平 面 を 持 つ ビ ザ ン チ ン 建 築 の 傑 作 、 ～ 世 紀 ）11 17
に 面 し て ド ウ カ ー レ 宮 殿 、 旧 図 書 館 、 鐘 楼 に 囲 ま れ て い ま

す 。 ベ ネ チ ア 共 和 国 の 公 式 広 場 の 公 式 広 場 と し て 歴 史 的 な

行 事 が 行 わ れ て き ま し た 。 イ タ リ ア で は 月 日 か ら 学 校6 20
が 夏 休 み に 入 っ て お り 、 バ カ ン ス シ ー ズ ン で 多 く の 観 光 客

が 同 広 場 を 訪 れ て い ま す 。
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〈 ド ウ カ ー レ 宮 殿 〉

ベ ネ チ ア 共 和 国 の 総 督 の 邸 宅 兼 政 庁 で あ っ た 建 物 で す 。
～ 世 紀 の ゴ シ ッ ク 様 式 で あ り な が ら 軽 や か で 華 麗 な14 16

姿 は 「 ア ド リ ア 海 の 女 王 」 を 代 表 す る に ふ さ わ し い 建 築 物

だ と い え る で し ょ う 。 同 宮 殿 に あ る 裁 判 所 が シ ェ イ ク ス ピ

ア の 戯 曲 「 ベ ニ ス の 商 人 」 の 舞 台 と な っ て い ま す 。

同 宮 殿 の 北 側 に は 運 河 を 隔 て て 隣 接 し 、 牢 獄 が 建 て ら れ

て い ま す 。 宮 殿 の 裁 判 所 で 刑 を 言 い 渡 さ れ た 囚 人 が 橋 を 渡

り な が ら 現 世 へ の 別 れ を 告 げ た と こ ろ で あ る こ と か ら 「 た

め 息 の 橋 」 と 呼 ば れ て い ま す 。 こ の 場 所 で 我 々 も ℃ 近40
く の 暑 さ の な か の 視 察 で 思 わ ず た め 息 を つ い て い ま し た 。

〈 リ ア ル ト 橋 〉

こ の 橋 は 世 紀 に 完 成 し た 大 運 河 の ほ ぼ 中 央 に か か る16
大 理 石 の 橋 で す 。 橋 の 上 は 多 く の 商 店 が 軒 を 連 ね 、 さ ら に

周 辺 に も 商 店 が 営 業 を 行 い 、 ベ ネ チ ア で 一 番 の 賑 わ い の あ

る 繁 華 街 を 形 成 し て い ま す 。 ま た 運 河 沿 い に は 市 場 も 営 業

を し て お り 、 活 気 に 満 ち て い ま す 。

［ 日 滞 在 ］フ ィ レ ン ツ エ （ Firenze） 2002,6,22
フ ィ レ ン ツ は イ タ リ ア 中 部 の ア ル ノ 湖 畔 に あ る 古 都 でエ

。 。す ま る で 街 全 体 が 美 術 館 で あ る か の 様 相 を 呈 し て い ま す

（ 写 真 ８ ）

市 内 の い た る と こ ろ に 栄 華 の 後 が 残 り 「 花 の 都 」 に ふ さ、

わ し い 優 雅 な 雰 囲 気 を た た え て い ま す 。

ま た エ ト ル リ ア 以 来 の 古 い 歴 史 を 誇 り 、 世 紀 に は メ デ15
ィ チ 家 の も と ル ネ ッ サ ン ス 文 化 の 花 を 咲 か せ 、 ヨ ー ロ ッ パ

の 経 済 ・ フ ァ ッ シ ョ ン の 中 心 地 と し て 各 国 に 大 き な 影 響 を

与 え て い ま す 。

同 市 内 で は 大 型 バ ス の 乗 り 入 れ 規 制 が あ り 、 炎 天 下 の 徒

歩 で の 移 動 を 余 儀 な く さ れ 、 体 力 の 消 耗 度 の 激 し い 視 察 と

な り ま し た 。

フ ィ レ ン ツ で の 主 な 視 察 先 は ウ フ ィ ツ イ 美 術 館 、 ベ ッエ

キ オ 橋 、 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 広 場 で す 。
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〈 ウ フ ィ ツ イ 美 術 館 〉

こ の 美 術 館 は 世 紀 に メ デ ィ チ 家 に よ り 造 ら れ ま し た 。16
メ デ ィ チ 家 は フ ィ レ ン ツ を 世 紀 に わ た り 支 配 し た の みエ 3
で な く 、 類 い 希 な る 古 代 美 術 を 愛 好 す る 芸 術 保 護 者 で も あ
っ た の で す 。 そ し て こ の 建 物 を 役 所 と し て 使 う と と も に 集

め た 美 術 品 を ギ ャ レ リ ア （ 廊 下 ・ ト ン ネ ル ＝ ギ ャ ラ リ ー ）

に 置 い た の が 始 ま り で す 。 天 井 に 描 か れ て い る フ レ ス コ 画

は 今 も ス カ ー フ や 灰 皿 な ど の 図 柄 の モ チ ー フ と し て 使 わ れ

て い ま す 。

そ し て 現 在 は ル ネ ッ サ ン ス を 代 表 す る 巨 匠 の 作 品 を 網 羅

す る 世 界 有 数 の 美 術 館 と 評 価 さ れ て い ま す 。

レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ビ ン チ の 「 三 博 士 の 礼 拝 「 受 胎 告」

知 、 ベ ッ ロ キ オ と レ オ ナ ル ド ・ ダ ・ ビ ン チ の 「 キ リ ス ト」

」、 「 」洗 礼 サ ン ド ロ ・ ボ ッ テ ィ チ ェ ッ リ の ヴ ィ ー ナ ス 誕 生

「 春 「 メ ダ ル を 持 つ 若 者 の 肖 像 、 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ ・ ブ」 」

オ ナ ロ ッ テ ィ の 「 聖 家 族 と 幼 い 洗 礼 者 聖 ヨ ハ ネ 、 ラ ッ フ」
ァ エ ッ ロ の 「 ヒ ワ の 聖 母 「 教 王 レ オ 世 と 枢 機 卿 ジ ュ リ」 10
オ ・ デ ・ メ デ ィ チ と 枢 機 卿 ル イ ジ ・ デ ロ ッ シ 、 ピ ー タ ー」

・ ポ ー ル ・ ル ー ベ ン ス の 「 イ ザ ベ ラ ・ ブ ラ ン ト の 肖 像 、」

レ ン ブ ラ ン ト の 「 若 い 頃 の 自 画 像 、 フ ラ ン シ ス ・ ゴ ヤ の」

「 チ ン チ ョ ン 伯 爵 夫 人 マ リ ア ・ テ レ ザ の 肖 像 、 ウ ジ ェ ー」

ヌ ・ ド ラ ク ロ ア の 「 自 画 像 」 な ど 数 え 上 げ た ら キ リ の な い

く ら い の 世 界 的 に 有 名 な そ し て ど こ か 見 覚 え の あ る 展 示 品

は 見 学 者 を 魅 了 し て い ま す 。

〈 ベ ッ キ オ 橋 〉

ア ル ノ 川 に か か る フ ィ レ ン ツ 最 古 の 橋 で あ り 、 世 紀エ 14
当 時 の 面 影 を と ど め て い ま す 。 階 建 て で 階 は 貴 金 属 店2 1
が 軒 を 連 ね 、 階 は ウ フ ィ ツ イ 美 術 館 の 一 部 と な っ て い ま2
す 。

〈 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ 広 場 〉

こ の 広 場 は 旧 市 街 と ア ル ノ 川 を へ だ て た 丘 の 上 に あ り 、

市 街 の す ば ら し い 景 観 を 一 望 の も と に 収 め て い ま す 。

特 に 夕 暮 れ 時 の 眺 め は 素 晴 ら し く 、 ル ネ ッ サ ン ス 都 市 の

優 美 な ス カ イ ラ イ ン を 堪 能 す る こ と が で き ま す 。

［ ～ 日 滞 在 ］ロ ー マ （ Rome） 2002,6,23 24
ガ リ レ オ ・ ガ リ レ イ が 落 体 の 速 度 が 物 体 の 重 さ に 比 例 す
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る と い う ア リ ス ト テ レ ス の 学 説 の 誤 り を 実 験 に よ り 明 ら か

に し た そ の 実 験 場 所 「 ピ サ の 斜 塔 」 の 視 察 後 ロ ー マ に 入、
り ま し た 。

イ タ リ ア の 首 都 ロ ー マ は 同 国 の 政 治 ・ 文 化 ・ 学 問 の 中 心

地 で あ り 、 イ タ リ ア 半 島 中 部 チ ベ ル 川 沿 岸 に 位 置 し て い ま

す 。 紀 元 前 年 に 建 設 さ れ 、 ア ウ グ ス ト ス 帝 の と き に753 ウ

は 古 代 世 界 最 大 の 都 市 と し て 「 永 遠 の 都 」 と 呼 ば れ 、 ま た

「 す べ て の 道 は ロ ー マ に 通 ず 」 と い わ れ ま し た 。

壮 大 な 古 代 ロ ー マ の 遺 跡 、 サ ン ・ ピ エ ト ロ 教 会 を は じ め

と す る 大 教 会 、 各 時 代 の 美 術 館 は イ タ リ ア 千 年 の 歴 史 を3
物 語 っ て い ま す 。

ロ ー マ で の 主 な 視 察 先 は バ チ カ ン 市 国 、 コ ロ ッ セ オ 、 フ

ォ ロ ・ ロ マ ー ノ 、 リ ス タ イ リ ン グ ＆ コ ン サ ル テ ィ ン グ

（ ＆ ） 社 で す 。Restyling Consulting

〈 バ チ カ ン 市 国 〉

バ チ カ ン 市 国 の 中 心 に は カ ト リ ッ ク の 総 本 山 で あ る サ ン

・ ピ エ ト ロ 寺 院 が あ り ま す 。 広 大 な バ チ カ ン 宮 殿 の 内 部 に

は 歴 代 法 王 が 集 め た ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ の 「 最 後 の 審 判 、 ラ」

フ ァ エ ッ ロ の 間 に あ る 「 ア テ ネ の 学 堂 、 八 角 形 の 中 庭 に」

あ る 「 ラ オ コ ー ン 像 」 な ど 数 え だ し た ら キ リ の な い ほ ど の

世 界 屈 指 の 美 術 作 品 が 収 蔵 さ れ て い ま す 。

宮 殿 の 外 で は 衛 兵 が 伝 統 衣 装 を 身 に つ け 警 護 に あ た っ て

い ま し た 。

〈 コ ロ ッ セ オ 〉
こ の コ ロ ッ セ オ は 古 代 ロ ー マ の 円 形 球 技 場 で す 。 フ ラ ヴ

ィ ウ ス 家 の 名 を 不 滅 に す る た め 、 ヴ ェ ス パ ニ ア ヌ ス に よ り

50 188 156着 工 さ れ て い ま す 。 高 さ は ｍ 、 長 径 ｍ 、 短 径 は

ｍ あ り 、 観 客 席 は 中 央 の 楕 円 形 の 競 技 場 か ら 天 井 桟 敷 ま で

の 階 段 に よ り 形 成 さ れ 、 当 時 約 万 人 の 観 客 を 収 容 し て い5
ま し た 。

内 部 の 競 技 場 は 大 き な 楕 円 形 で 木 張 り の 床 が 敷 か れ て い

ま し た が 、 現 在 は そ の 床 を 支 え て い た 壁 や そ の 間 の 廊 下 が

残 っ て い ま す 。

こ の コ ロ ッ セ オ で 剣 闘 士 と 猛 獣 と の 闘 い 、 剣 闘 士 同 士 の

闘 い が 行 わ れ て い ま し た 。
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〈 フ ォ ロ ・ ロ マ ー ノ 〉

フ ォ ロ と は 広 場 を 意 味 し て い ま す 。 パ ラ テ ィ ー ノ 、 カ ム
ピ ド リ オ 、 ク イ リ ナ ー レ の 丘 に 囲 ま れ た こ の 谷 間 は ク ロ ア

6カ ・ マ ッ シ マ 大 下 水 道 の 建 設 に よ り 干 拓 さ れ 紀 元 前（ ） 、

世 紀 頃 か ら 政 治 、 宗 教 、 司 法 、 行 政 の 中 心 と な り 繁 栄 し ま

し た 。 ロ ー マ 帝 国 崩 壊 後 、 こ の 場 所 は 遺 跡 と 化 し て し ま っ

て い ま す 。

〈 リ ス タ イ リ ン グ ＆ コ ン サ ル テ ィ ン グ 社 〉

コ イ ン 投 げ 伝 説 で 有 名 な 「 ト レ ビ の 泉 」 と 「 ロ ー マ の 休

日 」 で オ ー ド リ ー ・ ヘ ッ プ バ ー ン が 階 段 を 駆 け 下 り た ス ペ

イ ン 広 場 を 視 察 後 、 イ タ リ ア 郊 外 に あ る リ ス タ イ リ ン グ ＆

コ ン サ ル テ ィ ン グ 社 を 訪 問 し ま し た 。

社 長 の ル ド ヴ ィ コ ・ カ ペ ラ ン チ （ ） 氏 か らLudovico Cappellanti
同 社 の コ ン セ プ ト や 業 務 内 容 の 説 明 を 受 け 、 大 手 コ ン サ ル

テ ィ ン グ フ ァ ー ム 、 ア ク セ ン チ ュ ア （ ） の ベ ラ ル デaccenture
ィ 氏 も 加 わ り 意 見 交 換 を 行 い ま し た 。

そ の 時 に 交 わ さ れ た 内 容 の ポ イ ン ト は 以 下 の も の で す 。

・ リ ス タ イ リ ン グ ＆ コ ン サ ル テ ィ ン グ 社 の 創 立 は 年 、1984
現 在 人 の ス タ ッ フ が い る 。8

・ 建 築 関 係 を 専 門 に し て い る 、 進 行 過 程 で 発 生 す る 法 律 問

題 に つ い て も ア ド バ イ ス し て い る 。

・ レ ス ト ラ ン 、 喫 茶 店 、 病 院 、 オ ー ト サ ロ ン 及 び フ ァ ッ シ

ョ ン 関 係 な ど 多 方 面 の 建 築 に 関 わ っ て き た 。
・ 古 代 建 築 物 は 文 化 省 の 管 理 下 に 置 か れ て い る が 、 サ ン タ

マ リ ア 教 会 の 床 部 分 の 改 修 を 担 当 し て い る 。

・ 同 社 は 店 頭 照 明 及 び 店 内 照 明 を 大 変 重 視 し て い る 。

・ 経 営 に 関 す る コ ン サ ル テ ィ ン グ に は 直 接 関 わ っ て い な

い 。 専 門 の 経 営 コ ン サ ル タ ン ト と 連 携 し て 企 業 を 支 援 し

て い る 。

・ デ ザ イ ン 料 は 建 築 コ ス ト の ～ ％ 請 求 し て い る 。30 40
・ 将 来 日 本 の 皆 さ ん と プ ロ ジ ェ ク ト を 組 み 、 ク ラ イ ア ン ト

の 相 談 に の り た い 。 リ サ ー チ 関 係 の 仕 事 も 連 絡 し て 欲 し

い 。 今 後 共 同 で 仕 事 が で き る こ と を 願 っ て い る 。

ま た 、 ベ ラ ル デ ィ 氏 は 「 イ タ リ ア の 商 業 全 体 の 傾 向 と し て
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気 づ く 点 は 世 界 的 ブ ラ ン ド の ハ イ レ ベ ル フ ァ ッ シ ョ ン は 好

調 で あ り 、 何 の 問 題 も な い 。 し か し 最 近 そ の 下 の レ ベ ル の
フ ァ ッ シ ョ ン ビ ジ ネ ス が 郊 外 店 化 の 影 響 を 受 け は じ め つ つ

あ る 」 と 述 べ ら れ て い ま す 。。

最 後 に

以 上 イ タ リ ア 視 察 を 駆 け 足 で 報 告 し ま し た 。 バ ス の 移 動

中 の レ ク チ ャ ー で 小 濱 先 生 が 今 回 の 研 修 意 義 に つ い て 述 べ

ら れ た の は 「 文 化 や 環 境 か ら の 視 点 で 商 業 を と ら え る 重 要

性 」 で し た 。

私 自 身 ア メ リ カ や ア ジ ア へ は 何 度 か 視 察 し た 経 験 が あ

り 、 こ れ ら の モ ノ サ シ で 商 業 ビ ジ ネ ス を 解 釈 し て き ま し た

が 、 今 回 の 視 察 で 今 ま で 持 っ て い な か っ た モ ノ サ シ を 一 つ

手 に 入 れ た よ う な 気 が し ま し た 。

ま た 、 前 田 先 生 の 世 界 一 の 商 店 街 で あ る 「 ビ ッ ト リ オ ・
エ マ ヌ エ ー レ Ⅱ の 定 点 観 察 に 同 行 さ せ て い た世 ガ レ リ ア 」

だ い た こ と は 貴 重 な 体 験 だ っ た と 感 じ て い ま す 。

今 回 の 視 察 が 終 わ り 、 訪 問 し た 地 域 の な か で ミ ラ ノ と フ

ィ レ ン ツ を も う 一 度 時 間 を か け て 見 て み た い と 感 じ た のエ

は 私 一 人 で は な か っ た と 思 い ま す 。

最 後 に 一 緒 に 楽 し く 有 意 義 な 視 察 を さ せ て い た だ い た 小

、 、 、 、 、濱 先 生 坪 田 先 生 前 田 先 生 井 田 先 生 滝 頭 先 生 ご 夫 妻

門 間 先 生 ご 夫 妻 に お 礼 を 申 し あ げ て 、 本 報 告 の 結 び と さ せ

て い た だ き ま す 。
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